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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第１の複数の対象をそれぞれ特定する第１の対象特定データと、前記第１の複数の対象

それぞれの属性を示す属性データと、を対応付けた第１のリストの入力を第１の主体から

受付け、

　第２の複数の対象をそれぞれ特定する第２の対象特定データと、前記第２の複数の対象

それぞれについての所定事象の評価値を示す評価データと、を対応付けた第２のリストの

入力を第２の主体から受付ける

第１のモジュールと、

　前記第１の対象特定データと前記第２の対象特定データとに基づいて、前記第１の複数

の対象に含まれ且つ前記第２の複数の対象に含まれる第３の複数の対象を抽出する第２の

モジュールと、

　前記第１のリストに含まれる前記第３の複数の対象それぞれの前記属性データと、前記

第２のリストに含まれる前記第３の複数の対象それぞれについての前記評価データと、に

基づいて、前記評価データが未知である対象について前記属性データから前記所定事象を

予測するための関数のパラメータを算出する第３のモジュールと、

　前記第１の複数の対象に含まれ且つ前記第２の複数の対象に含まれない第４の複数の対

象それぞれの前記属性データと、前記パラメータと、に基づいて、前記第４の複数の対象

それぞれについての前記所定事象を予測する第４のモジュールと、

を含む、予測システム。
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【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 を 前 記 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で そ れ ぞ れ 特 定 す る 第

３ の 対 象 特 定 デ ー タ の 入 力 を 前 記 第 １ の 主 体 か ら 受 付 け 、

　 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 を 前 記 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で そ れ ぞ れ 特 定 す る 第

４ の 対 象 特 定 デ ー タ の 入 力 を 前 記 第 ２ の 主 体 か ら 受 付 け る

第 ５ の モ ジ ュ ー ル と 、

　 前 記 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ と に 基 づ い て 、

　 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 を 前 記 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で 且 つ 前 記 第 ４ の 対 象

特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で そ れ ぞ れ 特 定 す る 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、

　 前 記 第 ４ の 複 数 の 対 象 を 前 記 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で そ れ ぞ れ 特 定 す る 第

６ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、

　 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ 且 つ 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ な い 第 ５ の 複 数 の 対

象 を 前 記 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ と 異 な る 形 式 で そ れ ぞ れ 特 定 す る 第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ と

、

を 生 成 す る 第 ６ の モ ジ ュ ー ル と 、

　 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、 前 記 第 ６ の 対 象 特 定 デ ー タ と を 、 前 記 第 ３ の 対 象 特 定 デ

ー タ と 対 応 付 け て 前 記 第 １ の 主 体 に 送 信 し 、

　 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、 前 記 第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ と を 、 前 記 第 ４ の 対 象 特 定 デ

ー タ と 対 応 付 け て 前 記 第 ２ の 主 体 に 送 信 す る

第 ７ の モ ジ ュ ー ル と 、

を さ ら に 含 み 、

　 前 記 第 １ の リ ス ト が 、 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ６ の 対 象 特 定 デ ー タ と の そ れ

ぞ れ に 基 づ い て 第 １ の ル ー ル で 生 成 さ れ た 前 記 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ を 含 み 、

　 前 記 第 ２ の リ ス ト が 、 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ と の そ れ

ぞ れ に 基 づ い て 前 記 第 １ の ル ー ル で 生 成 さ れ た 前 記 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ を 含 む 、

予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ が 、 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ６ の 対 象 特 定 デ ー タ

と の そ れ ぞ れ を 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 で 処 理 し た 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 を 含 み 、

　 前 記 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ が 、 前 記 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ

と の そ れ ぞ れ を 前 記 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 で 処 理 し た 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 を 含 む 、

予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ を 特 定 す る た め の 表 現 が

正 規 化 さ れ た デ ー タ を 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 で 処 理 し た 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 を 含 み 、

　 前 記 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ は 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ を 特 定 す る た め の 表 現 が

正 規 化 さ れ た デ ー タ を 前 記 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 で 処 理 し た 第 ４ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 を 含 む

、

予 測 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 予 測 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 第 ４ の モ ジ ュ ー ル が 、 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 及 び 前 記 第 ４ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ の

前 記 属 性 デ ー タ と 、 前 記 パ ラ メ ー タ と 、 に 基 づ い て 、 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 及 び 前 記 第 ４

の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ に つ い て の 前 記 所 定 事 象 を 予 測 し 、 予 測 結 果 を 前 記 第 １ の 主 体 に 送

信 す る 、

予 測 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 予 測 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 既 知 の 入 力 デ ー タ と そ の 入 力 デ ー タ に 対 す る 既 知 の 応 答 と の 組 み 合 わ せ を 教 師 デ ー タ と

し て 収 集 し て お き 、 こ の 教 師 デ ー タ に 基 づ い て 機 械 学 習 を 行 い 、 新 し い 入 力 デ ー タ に 対 す

る 応 答 を 予 測 す る シ ス テ ム が 研 究 さ れ て い る 。 こ の よ う な 予 測 シ ス テ ム は 、 医 療 や 検 索 エ

ン ジ ン な ど 幅 広 い 技 術 分 野 で の 利 用 が 期 待 さ れ て い る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 本 発 明 の １ つ の 観 点 に 係 る 予 測 シ ス テ ム は 、

　 第 １ の 複 数 の 対 象 を そ れ ぞ れ 特 定 す る 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象

そ れ ぞ れ の 属 性 を 示 す 属 性 デ ー タ と 、 を 対 応 付 け た 第 １ の リ ス ト の 入 力 を 第 １ の 主 体 か ら

受 付 け 、

　 第 ２ の 複 数 の 対 象 を そ れ ぞ れ 特 定 す る 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と 、 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象

そ れ ぞ れ に つ い て の 所 定 事 象 の 評 価 値 を 示 す 評 価 デ ー タ と 、 を 対 応 付 け た 第 ２ の リ ス ト の

入 力 を 第 ２ の 主 体 か ら 受 付 け る

第 １ の モ ジ ュ ー ル と 、

　 前 記 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 前 記 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と に 基 づ い て 、 前 記 第 １ の 複 数

の 対 象 に 含 ま れ 且 つ 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ る 第 ３ の 複 数 の 対 象 を 抽 出 す る 第 ２ の

モ ジ ュ ー ル と 、

　 前 記 第 １ の リ ス ト に 含 ま れ る 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ の 前 記 属 性 デ ー タ と 、 前 記

第 ２ の リ ス ト に 含 ま れ る 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ に つ い て の 前 記 評 価 デ ー タ と 、 に

基 づ い て 、 前 記 評 価 デ ー タ が 未 知 で あ る 対 象 に つ い て 前 記 属 性 デ ー タ か ら 前 記 所 定 事 象 を

予 測 す る た め の 関 数 の パ ラ メ ー タ を 算 出 す る 第 ３ の モ ジ ュ ー ル と 、

　 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ 且 つ 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ な い 第 ４ の 複 数 の 対

象 そ れ ぞ れ の 前 記 属 性 デ ー タ と 、 前 記 パ ラ メ ー タ と 、 に 基 づ い て 、 前 記 第 ４ の 複 数 の 対 象

そ れ ぞ れ に つ い て の 前 記 所 定 事 象 を 予 測 す る 第 ４ の モ ジ ュ ー ル と 、

を 含 む 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 予 測 シ ス テ ム ３ と 、 予 測 シ ス テ ム ３ に 接 続 さ れ る 装 置 と

を 示 す 。

【 図 ２ Ａ 】 第 １ の 主 体 が 持 っ て い る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ２ Ｂ 】 第 ２ の 主 体 が 持 っ て い る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 生 成 可 能 な 教 師 デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 生 成 可 能 な 予 測 用 デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ る 予 測 シ ス テ ム ３ に よ る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３ が 受 付 け る デ ー タ の 第 １

の 例 を 示 す 。

【 図 ４ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー タ の 第 １

の 例 を 示 す 。

【 図 ５ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３ が 受 付 け る デ ー タ の 第 ２

の 例 を 示 す 。

【 図 ５ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー タ の 第 ２

の 例 を 示 す 。

【 図 ６ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３ が

受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ６ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が
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生 成 す る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ７ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 入 力 さ れ る デ

ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ７ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る デ ー

タ の 例 を 示 す 。

【 図 ８ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 設 定 さ れ る 第 １ の

デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ８ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る 第 １ の デ

ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ９ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 設 定 さ れ る 第 ２ の

デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 ９ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る 第 ２ の デ

ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 １ ０ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ 及 び 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ

ム ３ が コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 １ ０ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ 及 び 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ

ム ３ が コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 １ １ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る 教

師 デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 １ １ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る

予 測 用 デ ー タ の 第 １ の 例 を 示 す 。

【 図 １ １ Ｃ 】 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る

予 測 用 デ ー タ の 第 ２ の 例 を 示 す 。

【 図 １ ２ 】 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 モ デ ル の 構 築 の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ

ー タ の 例 を 示 す 。

【 図 １ ３ Ａ 】 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 結 果 の 算 出 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー

タ の 第 １ の 例 を 示 す 。

【 図 １ ３ Ｂ 】 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 結 果 の 算 出 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー

タ の 第 ２ の 例 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 さ れ る 各

実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 本 発 明 の 内 容 を 限 定 す る も の で は な い 。

ま た 、 各 実 施 形 態 で 説 明 さ れ る 構 成 及 び 動 作 の す べ て が 本 発 明 の 構 成 及 び 動 作 と し て 必 須

で あ る と は 限 ら な い 。 な お 、 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 、 重 複 す る 説 明

を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ＜ １ ． 構 成 ＞

　 図 １ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 予 測 シ ス テ ム ３ と 、 予 測 シ ス テ ム ３ に 接 続 さ れ る 装 置

と を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ

１ 及 び コ ン ピ ュ ー タ ２ に 対 し て 接 続 さ れ て い る 。

　 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 第 １ の 主 体

を 、 Ａ 社 、 Ａ 機 関 な ど と 称 す る こ と が あ る 。

　 コ ン ピ ュ ー タ ２ は 、 第 １ の 主 体 と は 異 な る 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る 。 以 下 の 説 明

に お い て 、 第 ２ の 主 体 を 、 Ｂ 社 、 Ｂ 病 院 な ど と 称 す る こ と が あ る 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ も 、 コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 さ れ る 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 と も 第

２ の 主 体 と も 異 な る 第 ３ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 第 ３ の 主 体 を

、 Ｃ 社 と 称 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 コ ン ピ ュ ー タ １ 、 コ ン ピ ュ ー タ ２ 、 及 び 予 測 シ ス テ ム ３ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 い
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ず れ も 、 図 示 し な い プ ロ セ ッ サ 、 メ モ リ 、 ス ト レ ー ジ 、 入 力 装 置 、 出 力 装 置 、 通 信 装 置 等

を 備 え て い る 。 各 々 の コ ン ピ ュ ー タ は 、 １ 台 の 装 置 で 構 成 さ れ て い て も よ い し 、 各 々 の コ

ン ピ ュ ー タ が 、 複 数 の 装 置 で 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ＜ ２ ． 解 析 の た め の デ ー タ ＞

　 図 ２ Ａ に 、 第 １ の 主 体 が 持 っ て い る デ ー タ の 例 を 示 す 。

　 第 １ の 主 体 は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に つ い て の 生 デ ー タ Ｒ Ｄ ａ を 持 っ て い る 。 生 デ ー タ

Ｒ Ｄ ａ は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） と 、 を 対 応 付 け た も の

で あ る 。

　 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 を 特 定 す る デ ー タ で あ る 。

　 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 の 属 性 を 示 す デ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 ２ Ｂ に 、 第 ２ の 主 体 が 持 っ て い る デ ー タ の 例 を 示 す 。

　 第 ２ の 主 体 は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に つ い て の 生 デ ー タ Ｒ Ｄ ｂ を 持 っ て い る 。 生 デ ー タ

Ｒ Ｄ ｂ は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と 、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） と 、 を 対 応 付 け た も の

で あ る 。

　 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 を 特 定 す る デ ー タ で あ る 。

　 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 に つ い て の 所 定 事 象 の 評 価 値 を

示 す デ ー タ で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス で も よ

い し （ 図 ２ Ａ 参 照 ） 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 の 住 所 と 氏 名 と の 組 み 合 わ せ で も よ い 。

対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） は 、 個 人 を 特 定 す る 情 報 で あ れ ば よ い 。

　 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス で も よ

い し （ 図 ２ Ｂ 参 照 ） 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 の 住 所 と 氏 名 と の 組 み 合 わ せ で も よ い 。

対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） は 、 個 人 を 特 定 す る 情 報 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 ２ Ｃ に 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 生 成 可 能 な 教 師 デ ー タ の 例 を 示 す 。

　 図 ２ Ｄ に 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 生 成 可 能 な 予 測 用 デ ー タ の 例 を 示 す

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と を 照 合 す る こ と に よ り 、 次 の

（ １ ） ～ （ ３ ） が 可 能 で あ る 。

　 （ １ ） 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に 含 ま れ 、 且 つ 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に 含 ま れ る 第 ３ の 複 数 の

対 象 Ａ ∩ Ｂ を 抽 出 し 得 る 。 図 ２ Ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ

い て 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） と 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） と を 対 応 付 け る こ と も

で き る 。

　 （ ２ ） 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に 含 ま れ 、 且 つ 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に 含 ま れ な い 第 ４ の 複 数

の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ を 抽 出 し 得 る 。 図 ２ Ｄ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ

の 各 々 に つ い て は 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） を 抽 出 す る こ と も で き る 。 但 し 、 第

４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 評 価 デ ー タ は 存 在 し な い 。

　 （ ３ ） 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に 含 ま れ 、 且 つ 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に 含 ま れ な い 第 ５ の 複 数

の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ も 抽 出 し 得 る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 形 態 に お い て 、 第 １ の 主 体 は 、 営 利 企 業 で あ る Ａ 社 で あ り 得 る 。 第 １ の

複 数 の 対 象 Ａ は 、 Ａ 社 の 複 数 の 顧 客 で あ り 得 る 。 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） は 、 第 １ の 複 数

の 対 象 Ａ そ れ ぞ れ の 消 費 行 動 に 関 係 す る デ ー タ で あ り 得 る 。 消 費 行 動 に 関 係 す る デ ー タ と

し て 、 例 え ば 、 性 別 、 年 齢 、 会 員 区 分 （ 例 え ば 、 有 料 会 員 （ 有 ） か 無 料 会 員 （ 無 ） か ） 、

利 用 回 数 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 第 １ の 形 態 に お い て 、 図 ２ Ａ の カ テ ゴ リ ー Ｘ ａ の 欄

に 記 載 さ れ た も の が 性 別 に 相 当 し 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｂ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が 年 齢 に 相 当 し
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、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｃ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が 会 員 区 分 に 相 当 し 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｄ の 欄 に 記 載

さ れ た も の が 利 用 回 数 に 相 当 す る 。

　 こ の 第 １ の 形 態 に お い て 、 第 ２ の 主 体 は 、 Ａ 社 と は 別 の 営 利 企 業 で あ る Ｂ 社 で あ り 得 る

。 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ は 、 Ｂ 社 の 複 数 の 顧 客 で あ り 得 る 。 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） は 、 第

２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 が Ｂ 社 の 特 定 商 品 を 購 入 し た か 否 か を 示 す 情 報 で あ り 得 る （ 図 ２

Ｂ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 １ の 形 態 に お い て は 、 Ａ 社 の 複 数 の 顧 客 と Ｂ 社 の 複 数 の 顧 客 と に 共 通 す る 第 ３ の 複 数

の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の そ れ ぞ れ に つ い て 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） と 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ

， Ｌ ） と の 組 み 合 わ せ を 、 教 師 デ ー タ と し て 抽 出 し 得 る （ 図 ２ Ｃ 参 照 ） 。 こ の 教 師 デ ー タ

を 用 い れ ば 、 ど の よ う な 属 性 の 顧 客 が Ｂ 社 の 上 記 特 定 商 品 を 購 入 し や す い 傾 向 に あ る か を

示 す 予 測 モ デ ル を 構 築 で き る 。

　 こ の 予 測 モ デ ル を 、 Ａ 社 の 複 数 の 顧 客 に 含 ま れ 且 つ Ｂ 社 の 複 数 の 顧 客 に 含 ま れ な い 第 ４

の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て の 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） に 適 用 す る （

図 ２ Ｄ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 が Ｂ 社 の 上 記 特 定 商 品 を

購 入 し そ う か 否 か を 予 測 し 得 る 。 従 っ て 、 Ａ 社 は Ｂ 社 と 提 携 し 、 Ａ 社 の 顧 客 の 内 の 購 入 可

能 性 の 高 い 顧 客 の み を 対 象 に し て Ｂ 社 の 上 記 特 定 商 品 を 勧 め る よ う に す れ ば 、 Ａ 社 及 び Ｂ

社 の 双 方 に と っ て 新 た な ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス が 生 ま れ 得 る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 形 態 に お い て 、 第 １ の 主 体 は 、 健 康 保 険 組 合 な ど の Ａ 機 関 で あ り 得 る 。

第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ は 、 Ａ 機 関 の 複 数 の 加 入 者 で あ り 得 る 。 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） は 、

第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ そ れ ぞ れ の 健 康 に 関 係 す る デ ー タ で あ り 得 る 。 健 康 に 関 係 す る デ ー タ

と し て 、 性 別 、 年 齢 、 ア レ ル ギ ー の 有 無 、 薬 の 投 与 回 数 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 第 ２

の 形 態 に お い て 、 図 ２ Ａ の カ テ ゴ リ ー Ｘ ａ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が 性 別 に 相 当 し 、 カ テ ゴ

リ ー Ｘ ｂ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が 年 齢 に 相 当 し 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｃ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が

ア レ ル ギ ー の 有 無 に 相 当 し 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｄ の 欄 に 記 載 さ れ た も の が 薬 の 投 与 回 数 に 相 当

す る 。

　 こ の 第 ２ の 形 態 に お い て 、 第 ２ の 主 体 は 、 Ｂ 病 院 で あ り 得 る 。 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ は 、

Ｂ 病 院 の 複 数 の 患 者 で あ り 得 る 。 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ そ れ ぞ

れ に 対 し て 特 定 薬 品 が 薬 効 を 有 し た か 否 か を 示 す 情 報 で あ り 得 る （ 図 ２ Ｂ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 第 ２ の 形 態 に お い て は 、 Ａ 機 関 の 複 数 の 加 入 者 と Ｂ 病 院 の 複 数 の 患 者 と に 共 通 す る

第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の そ れ ぞ れ に つ い て 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） と 評 価 デ ー タ

Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） と の 組 み 合 わ せ を 、 教 師 デ ー タ と し て 抽 出 し 得 る （ 図 ２ Ｃ 参 照 ） 。 こ の

教 師 デ ー タ を 用 い れ ば 、 ど の よ う な 属 性 の 加 入 者 に 対 し て 上 記 特 定 薬 品 が 薬 効 を 有 す る か

を 示 す 予 測 モ デ ル を 構 築 で き る 。

　 こ の 予 測 モ デ ル を 、 Ａ 機 関 の 複 数 の 加 入 者 に 含 ま れ 且 つ Ｂ 病 院 の 複 数 の 患 者 に 含 ま れ な

い 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ そ れ ぞ れ に つ い て の 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） に 適

用 す る （ 図 ２ Ｄ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に 対 し て 、 上 記

特 定 薬 品 が 薬 効 を 有 す る か 否 か を 予 測 し 得 る 。 従 っ て 、 Ａ 機 関 は 、 Ａ 機 関 の 加 入 者 の 内 の

薬 効 を 有 す る 可 能 性 の 高 い 加 入 者 の み を 対 象 に し て 上 記 特 定 薬 品 を 勧 め る こ と が で き 、 治

療 効 果 の 向 上 及 び 健 康 の 増 進 に 寄 与 し 得 る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 し か し な が ら 、 以 上 の よ う に 第 １ の 主 体 と 第 ２ の 主 体 と が 提 供 す る 情 報 を 組 み 合 わ せ て

予 測 を 行 う た め に は 、 第 １ の 主 体 と 第 ２ の 主 体 と が 、 そ れ ぞ れ 自 分 が 持 っ て い る 情 報 を 誰

か に 開 示 し な け れ ば な ら な い 。

　 例 え ば 、 上 述 の 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を 特 定 し 、 抽 出 す る た め に は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ

（ Ａ ， Ｐ ） と 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と を 照 合 す る 作 業 が 必 要 で あ る 。 少 な く と も こ の

作 業 を す る 者 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と の 両 方 を 知 っ

て し ま う こ と に な る 。
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　 ま た 、 例 え ば 、 上 述 の 予 測 モ デ ル を 構 築 す る た め に は 、 共 通 す る 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩

Ｂ の そ れ ぞ れ に つ い て 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） と 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） と の

組 み 合 わ せ を 教 師 デ ー タ と し て 用 い る 必 要 が あ る 。 少 な く と も 予 測 モ デ ル を 構 築 す る 者 は

、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） と 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） と の 組 み 合 わ せ を 知 る だ け

で な く 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に 含 ま れ 且 つ 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に 含 ま れ る 第 ３ の 複 数 の 対

象 Ａ ∩ Ｂ が ど れ な の か も 知 っ て し ま う 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 で は 、 情 報 を 既 に 持 っ て い る 者 以 外 の 者 に は 、 な る べ く 情 報 を 知 ら れ な い よ う に し

つ つ 、 第 １ の 主 体 と 第 ２ の 主 体 と が 提 供 す る 情 報 を 組 み 合 わ せ て 、 予 測 を 行 う シ ス テ ム に

つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ＜ ３ ． 手 順 の 概 要 ＞

　 図 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る 予 測 シ ス テ ム ３ に よ る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

　 Ｓ １ に お い て 、 第 ３ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て

管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） を 受 付 け る 。 予 測 シ ス テ ム ３

は 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） を 受

付 け る 。 Ｓ １ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ５ の モ ジ ュ ー ル に 相 当 し 得 る 。

　 Ｓ ２ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） 及 び 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ

， Ｐ ） に 基 づ い て 名 寄 せ の 処 理 を 行 う 。 Ｓ ２ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ６ の

モ ジ ュ ー ル に 相 当 し 得 る 。

　 Ｓ ３ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 名 寄 せ の 結 果 を 、 そ れ ぞ れ コ ン ピ ュ ー タ １ と コ ン ピ

ュ ー タ ２ と に 送 信 す る 。 Ｓ ３ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ７ の モ ジ ュ ー ル に 相

当 し 得 る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 Ｓ ４ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を 受 付

け る 。

　 Ｓ ５ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） に 基 づ い て 、 カ テ ゴ リ ー 分

割 ル ー ル Fcatを 生 成 す る 。

　 Ｓ ６ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatを コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信

す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 Ｓ ７ は 予 測 シ ス テ ム ３ に よ る 処 理 で は な い が 、 予 測 シ ス テ ム ３ に よ る 処 理 と 密 接 に 関 係

す る た め こ こ で 説 明 す る 。

　 Ｓ ７ に お い て 、 第 １ の 主 体 が 、 コ ン ピ ュ ー タ １ を 用 い て 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を カ

テ ゴ リ ー 分 割 及 び ラ ン ダ ム 化 す る 。 カ テ ゴ リ ー 分 割 及 び ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)

*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])は 、 後 述 の よ う に 、 属 性 が 具 体 的 に わ か ら な い よ う に 数 値

化 さ れ た デ ー タ で あ る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 及 び ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ

ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])の こ と を 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ と

称 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 Ｓ ８ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 及 び ラ ン ダ ム

化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])を 受 付 け る 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、

コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） を 受 付 け る 。 Ｓ ８ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル

は 、 本 開 示 の 第 １ の モ ジ ュ ー ル に 相 当 し 得 る 。

　 Ｓ ９ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 Ｓ ８ で 受 付 け た デ ー タ を マ ー ジ し て 、 教 師 デ ー タ 及

び 予 測 用 デ ー タ を 生 成 す る 。 Ｓ ９ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ２ の モ ジ ュ ー ル

に 相 当 し 得 る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 Ｓ １ ０ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 教 師 デ ー タ に 基 づ い て 予 測 モ デ ル を 構 築 す る 。 Ｓ

１ ０ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ３ の モ ジ ュ ー ル に 相 当 し 得 る 。
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　 Ｓ １ １ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 こ の 予 測 モ デ ル を 予 測 用 デ ー タ に 適 用 す る こ と に

よ っ て 、 予 測 結 果 を 算 出 す る 。 Ｓ １ １ の 処 理 を 行 う モ ジ ュ ー ル は 、 本 開 示 の 第 ４ の モ ジ ュ

ー ル に 相 当 し 得 る 。

　 Ｓ １ ２ に お い て 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 予 測 結 果 を コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 。

　 以 下 、 そ れ ぞ れ の 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ＜ ４ ． Ｓ １ － Ｓ ３ ： 名 寄 せ の 処 理 ＞

　 ＜ ４ － １ ． 第 １ の 例 ＞

　 図 ４ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３ が 受 付 け る デ ー タ の 第

１ の 例 を 示 す 。 第 １ の 例 に お い て は 、 名 寄 せ の た め の デ ー タ と し て 、 氏 名 と 住 所 と の 組 み

合 わ せ が 用 い ら れ る 。 氏 名 同 一 の 別 人 は 存 在 し 得 る の で 氏 名 だ け で は 名 寄 せ で き な い が 、

氏 名 と 住 所 と の 組 み 合 わ せ な ら 名 寄 せ が 可 能 で あ る 。 但 し 、 住 所 の 表 記 に は し ば し ば 表 記

ゆ れ が み ら れ る の で 、 表 記 ゆ れ を 考 慮 し て 名 寄 せ の 処 理 を す る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ４ Ａ に 示 さ れ る よ う に 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ

ー タ １ か ら 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に つ い て の 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） を 受 付 け る 。 第 １

の 例 に お い て 受 信 す る 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） は 、 本 開 示 に お け る 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー

タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 、 第 ２ の 複 数 の

対 象 Ｂ に つ い て の 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） を 受 付 け る 。 第 １ の 例 に お い て 受 信 す る 対 象

特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） は 、 本 開 示 に お け る 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

　 第 １ の 例 に お い て 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） は 、 例 え ば 、 住 所 氏 名 ａ １ か ら 住 所 氏 名

ａ ５ ま で の ５ 名 の 住 所 氏 名 を 含 ん で い る 。 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） は 、 例 え ば 、 住 所 氏

名 ｂ １ か ら 住 所 氏 名 ｂ ４ ま で の ４ 名 の 住 所 氏 名 を 含 ん で い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー タ の 第

１ の 例 を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 図 ４ Ａ に 示 さ れ る 住 所 氏 名 を 照 合 し 、 名 寄 せ を 行 う 。

そ の 結 果 、 住 所 氏 名 ａ １ と 住 所 氏 名 ｂ １ と が 一 致 し 、 住 所 氏 名 ａ ２ と 住 所 氏 名 ｂ ２ と が 一

致 し 、 住 所 氏 名 ａ ３ と 住 所 氏 名 ｂ ３ と が 一 致 し た と す る 。 住 所 氏 名 ａ ４ 、 住 所 氏 名 ａ ５ 、

及 び 住 所 氏 名 ｂ ４ は 、 い ず れ も 他 の 住 所 氏 名 と 一 致 し な か っ た と す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ の 場 合 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 住 所 氏 名 ａ １ 及 び 住 所 氏 名 ｂ １ で 特 定 さ れ る 対 象 に 第 １

の 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ） を 付 与 し 、 住 所 氏 名 ａ ２ 及 び 住 所 氏 名 ｂ ２ で 特 定 さ れ る 対 象 に 第

２ の 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ２ ） を 付 与 し 、 住 所 氏 名 ａ ３ 及 び 住 所 氏 名 ｂ ３ で 特 定 さ れ る 対 象 に

第 ３ の 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ３ ） を 付 与 す る 。 住 所 氏 名 ａ ４ 、 住 所 氏 名 ａ ５ 、 及 び 住 所 氏 名 ｂ

４ の 各 々 で 特 定 さ れ る 対 象 に は 、 別 々 の Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ４ ～ Ｃ ０ ０ ６ ） を 付 与 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ～ Ｃ ０ ０

５ ） を 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） と す る 。 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ

い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ～ Ｃ ０ ０ ３ ） と 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ

－ Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ４ 、 Ｃ ０ ０ ５ ） と を 含 む

。

　 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ～ Ｃ ０ ０

３ 、 Ｃ ０ ０ ６ ） を 、 Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） と す る 。 Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ

の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ～ Ｃ ０ ０ ３ ） と 、 第 ５ の 複

数 の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ６ ） と を 含 む

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た 共 通 Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ １ ～ Ｃ ０ ０ ３ ） を 、

Ｄ ｃ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） と す る 。 Ｄ ｃ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） は 、 本 開 示 に お け る 第 ５ の 対 象 特 定 デ ー
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タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

　 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ４ 、 Ｃ ０ ０ ５ ） を 、

Ｄ ｃ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） と す る 。 Ｄ ｃ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） は 、 本 開 示 に お け る 第 ６ の 対 象

特 定 デ ー タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

　 第 ５ の 複 数 の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｉ Ｄ （ Ｃ ０ ０ ６ ） を 、 Ｄ ｃ （ Ｂ －

Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） と す る 。 Ｄ ｃ （ Ｂ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） は 、 本 開 示 に お け る 第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ

の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 名 寄 せ 結 果 の 送 信 は 、 以 下 の よ う に 行 う 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） を 、 対

象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 対 応 付 け て 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ に

送 信 す る 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 、 対

象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と 対 応 付 け て 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ２ に

送 信 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 １ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 対 応 付 け て 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） を 受 信 す る こ

と に な る 。 し か し な が ら 、 第 １ の 主 体 は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 内 の ど れ が 第 ３ の 複 数 の

対 象 Ａ ∩ Ｂ で 、 ど れ が 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ で あ る か を 知 る こ と が で き な い よ う に

な っ て い る 。

　 第 ２ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と 対 応 付 け て 、 Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 受 信 す る こ

と に な る 。 し か し な が ら 、 第 ２ の 主 体 は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 内 の ど れ が 第 ３ の 複 数 の

対 象 Ａ ∩ Ｂ で 、 ど れ が 第 ５ の 複 数 の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ で あ る か を 知 る こ と が で き な い よ う に

な っ て い る 。

　 第 ３ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） 及 び 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） の 両 方 を 知 る

こ と に な る 。 し か し な が ら 、 第 ３ の 主 体 は 、 名 寄 せ の 処 理 に お い て は 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ，

Ｅ ） 及 び 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） を 知 る こ と が で き な い 。 こ の よ う に 、 第 ３ の 主 体 が 知 り

得 る 情 報 も 、 わ ず か で 済 む よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ＜ ４ － ２ ． 第 ２ の 例 ＞

　 図 ５ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３ が 受 付 け る デ ー タ の 第

２ の 例 を 示 す 。 第 ２ の 例 に お い て は 、 名 寄 せ の た め の デ ー タ と し て 、 電 子 メ ー ル ア ド レ ス

が 用 い ら れ る 。 電 子 メ ー ル ア ド レ ス は 、 表 現 が 正 規 化 さ れ て お り 、 大 文 字 と 小 文 字 の 表 記

ゆ れ 以 外 に は 表 記 ゆ れ が 許 さ れ て い な い た め 、 名 寄 せ の 処 理 を 行 う た め の ユ ニ ー ク キ ー と

な り 得 る 。 従 っ て 、 名 寄 せ の た め に 、 大 文 字 と 小 文 字 の 表 記 ゆ れ 以 外 の 表 記 ゆ れ を 考 慮 す

る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の よ う な ユ ニ ー ク キ ー が あ る 場 合 に も 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 方

法 と 同 様 の 方 法 で 名 寄 せ の 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 ユ ニ ー ク キ ー が あ る 場

合 に は 、 以 下 の よ う な 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 第 ３ の 主 体 が 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） 及

び 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） を 知 る こ と の な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 第 ３ の 複 数 の ハ

ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )を 受 付 け る 。 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )

は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス （ 図 ２ Ａ 参 照 ） を 、 そ れ ぞ れ 第 ２ の ハ ッ シ

ュ 関 数 Hash2で ハ ッ シ ュ 化 し た 値 で あ る 。 第 ２ の 例 に お い て 受 信 す る 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ

ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )は 、 本 開 示 に お け る 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 に 相 当 し 得 る

。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 第 ４ の 複 数 の ハ

ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )を 受 付 け る 。 第 ４ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )
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は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 電 子 メ ー ル ア ド レ ス （ 図 ２ Ｂ 参 照 ） を 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 ２ の ハ

ッ シ ュ 関 数 Hash2で ハ ッ シ ュ 化 し た 値 で あ る 。 第 ２ の 例 に お い て 受 信 す る 第 ４ の 複 数 の ハ

ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )は 、 本 開 示 に お け る 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 に 相 当 し

得 る 。

　 な お 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 、 第 １ 及 び 第 ２ の ハ ッ シ ュ 値 に つ い て は 後 述 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ５ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 名 寄 せ の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ ー タ の 第

２ の 例 を 示 す 。 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2と し て は 、 異 な る 電 子 メ ー ル ア ド レ ス に 対 し て

は 異 な る ハ ッ シ ュ 値 が 得 ら れ る よ う に 、 １ 対 １ の 写 像 を 生 成 す る ハ ッ シ ュ 関 数 が 選 択 さ れ

る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） に 含 ま れ る 電 子 メ ー ル ア ド

レ ス の １ つ と 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） に 含 ま れ る 電 子 メ ー ル ア ド レ ス の １ つ と が 一 致

す る 場 合 、 こ れ ら を 同 じ 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2で ハ ッ シ ュ 化 し た 第 ３ の ハ ッ シ ュ 値 Has

h2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )及 び 第 ４ の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )は 互 い に 一 致 す る 。

　 ま た 、 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2と し て は 、 ハ ッ シ ュ 値 に 基 づ い て 元 の 値 を 復 元 す る こ

と が 困 難 な ハ ッ シ ュ 関 数 が 選 択 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )と 第 ４ の 複 数 の ハ ッ

シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )と を 照 合 し 、 名 寄 せ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 予 測 シ ス テ ム ３ は

、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ 、 及 び 第 ５ の 複 数 の 対 象 Ｂ － Ａ

∩ Ｂ を 特 定 す る こ と が で き る 。

　 他 の 処 理 に つ い て は 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ を 参 照 し な が ら 説 明 し た も の と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 第 １ の 主 体 は 、 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )と 対 応 付 け て 、 Ｄ ｃ （ Ａ

， Ｉ ） を 受 信 す る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 第 １ の 主 体 は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 内 の

ど れ が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ で 、 ど れ が 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ で あ る か を 知 る こ

と が で き な い よ う に な っ て い る 。

　 第 ２ の 主 体 は 、 第 ４ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )と 対 応 付 け て 、 Ｄ ｃ （ Ｂ

， Ｉ ） を 受 信 す る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 第 ２ の 主 体 は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 内 の

ど れ が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ で 、 ど れ が 第 ５ の 複 数 の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ で あ る か を 知 る こ

と が で き な い よ う に な っ て い る 。

　 第 ３ の 主 体 は 、 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )及 び 第 ４ の 複 数 の ハ ッ シ

ュ 値 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )の 両 方 を 知 る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 第 ３ の 主 体 は 、 こ れ

ら の ハ ッ シ ュ 値 か ら 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） 及 び 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） を 知 る こ と

が で き な い 。 ま た 、 名 寄 せ の 処 理 に お い て は 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） 及 び 評 価 デ ー タ Ｄ （

Ｂ ， Ｌ ） を 知 る こ と も で き な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ＜ ５ ． Ｓ ４ － Ｓ ６ ： カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 ＞

　 図 ６ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 の 処 理 の た め に 予 測 シ ス テ ム ３

が 受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ

ュ ー タ １ か ら 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を 受 付 け る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ６ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３

が 生 成 す る デ ー タ の 例 を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 属 性 デ ー タ に 基 づ い て 、 カ テ ゴ リ ー 分

割 ル ー ル Fcatを 生 成 す る 。 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatは 、 以 下 の よ う に 設 定 さ れ る こ と が

で き る 。

　 カ テ ゴ リ ー Ｘ ａ に つ い て は 、 男 （ Ｘ ａ １ ） と 女 （ Ｘ ａ ２ ） に 分 け る 。

　 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｂ に つ い て は 、 ２ ０ 才 代 （ Ｘ ｂ １ ） 、 ３ ０ 才 代 （ Ｘ ｂ ２ ） 、 ４ ０ 才 代 （ Ｘ

ｂ ３ ） に 分 け る 。

　 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｃ に つ い て は 、 有 （ Ｘ ｃ １ ） と 無 （ Ｘ ｃ ２ ） に 分 け る 。

　 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｄ に つ い て は 、 ０ 回 以 上 （ Ｘ ｄ １ ） 、 １ ０ 回 以 上 （ Ｘ ｄ ２ ） 、 １ ０ ０ 回 以

10

20

30

40

50



(11) JP  6158464  B1  2017.7.5

上 （ Ｘ ｄ ３ ） に 分 け る 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 生 成 さ れ た カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatを 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理

さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 処 理 に お い て 、 第 ３ の 主 体 は 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を

知 る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 第 ３ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 属 性 デ ー タ

Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） と の 対 応 関 係 を 知 る こ と が で き な い 。 こ の よ う に 、 第 ３ の 主 体 が 知 り 得 る 情

報 は 、 わ ず か で 済 む よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatの 生 成 は 、 第 １ の 主 体 が 行 っ て も よ い 。 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー

ル Fcatの 生 成 を 第 １ の 主 体 が 行 う 場 合 に は 、 第 ３ の 主 体 が 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を 知 る

こ と も な く な る 。

　 但 し 、 デ ー タ 分 布 の 偏 り に 応 じ て 、 適 切 な カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル が 異 な る 場 合 が あ る 。

適 切 な カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル を 生 成 で き る よ う な 専 門 的 知 見 を 、 第 １ の 主 体 が 有 し な い 場

合 も あ る こ と を 想 定 し 、 本 開 示 で は カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル の 生 成 を 第 ３ の 主 体 が 行 う 場 合

で も 、 第 ３ の 主 体 が 知 り 得 る 情 報 が わ ず か で 済 む よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ＜ ６ ． Ｓ ７ ： カ テ ゴ リ ー 分 割 及 び ラ ン ダ ム 化 ＞

　 ＜ ６ － １ ． カ テ ゴ リ ー 分 割 ＞

　 図 ７ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 入 力 さ れ る

デ ー タ の 例 を 示 す 。 第 １ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ）

と を 対 応 付 け た 生 デ ー タ Ｒ Ｄ ａ を 持 っ て い る （ 図 ２ Ａ 参 照 ） 。 ま た 第 １ の 主 体 は 、 名 寄 せ

の 処 理 に よ り 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） と 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と の 対 応 付 け が 可 能 と な っ て

い る （ 図 ４ Ｂ 、 図 ５ Ｂ 参 照 ） 。 そ こ で 、 第 １ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） を キ ー

と し て 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） と 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） と 、 を 対 応 付 け て 、 コ ン ピ ュ ー タ １

に 入 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ７ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る デ

ー タ の 例 を 示 す 。 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） に カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fc

atを 適 用 す る こ と に よ り 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 し た 属 性 デ ー タ Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ]を 生 成 す る

。 こ の 処 理 の た め に 、 一 般 的 に 普 及 し て い る 表 計 算 プ ロ グ ラ ム が 用 い ら れ て も よ い し 、 専

用 の プ ロ グ ラ ム が 用 い ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ＜ ６ － ２ ． 数 値 ラ ン ダ ム 化 ＞

　 図 ８ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 設 定 さ れ る 第 １

の デ ー タ の 例 を 示 す 。 第 １ の 主 体 は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ に お い て 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(

j)を 設 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(j)は 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatで 定 義 さ れ た 上 述 の Ｘ ａ １

、 Ｘ ａ ２ 、 Ｘ ｂ １ 、 Ｘ ｂ ２ 等 に 対 し 、 ラ ン ダ ム に 選 ば れ た 数 値 を 割 り 当 て る ル ー ル で あ る

。 図 ８ Ａ に 示 さ れ る 例 に お い て は 、 Ｘ ａ １ に 数 値 ５ が 割 り 当 て ら れ 、 Ｘ ａ ２ に 数 値 ８ が 割

り 当 て ら れ て い る 。 他 の Ｘ ｂ １ 、 Ｘ ｂ ２ 等 に 割 り 当 て ら れ た 数 値 は 図 示 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ８ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る 第 １ の

デ ー タ の 例 を 示 す 。 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 図 ７ Ｂ に 示 さ れ る カ テ ゴ リ ー 分 割 し た 属 性 デ ー タ

Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ]に 、 図 ８ Ａ に 示 さ れ る 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(j)を 適 用 す る 。 こ れ

に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 図 ８ Ｂ に 示 さ れ る 数 値 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tnr(j)(Fca

t[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])を 生 成 す る 。 こ の 処 理 の た め に 、 一 般 的 に 普 及 し て い る 表 計 算 プ ロ グ ラ

ム が 用 い ら れ て も よ い し 、 専 用 の プ ロ グ ラ ム が 用 い ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 ＜ ６ － ３ ． 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ＞

　 図 ９ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ に 設 定 さ れ る 第 ２

の デ ー タ の 例 を 示 す 。 第 １ の 主 体 は 、 コ ン ピ ュ ー タ １ に お い て 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tc

r(j)を 設 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tcr(j)は 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） に 含 ま れ る カ テ ゴ リ ー Ｘ ａ

、 Ｘ ｂ 等 を 、 ラ ン ダ ム に 並 び 替 え る ル ー ル で あ る 。 図 ９ Ａ に 示 さ れ る 例 に お い て は 、 カ テ

ゴ リ ー Ｘ ａ は ３ 番 目 の カ テ ゴ リ ー Ｘ ３ に 割 り 当 て ら れ 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｂ は １ 番 目 の カ テ ゴ

リ ー Ｘ １ に 割 り 当 て ら れ 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ｃ は ４ 番 目 の カ テ ゴ リ ー Ｘ ４ に 割 り 当 て ら れ 、 カ

テ ゴ リ ー Ｘ ｄ は ２ 番 目 の カ テ ゴ リ ー Ｘ ２ に 割 り 当 て ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ９ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る ラ ン ダ ム 化 の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー タ １ が 生 成 す る 第 ２ の

デ ー タ の 例 を 示 す 。 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 図 ８ Ｂ に 示 さ れ る 数 値 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ

Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])に 、 図 ９ Ａ に 示 さ れ る 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tcr(j)を 適 用

す る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ピ ュ ー タ １ は 、 図 ９ Ｂ に 示 さ れ る 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー

タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])を 生 成 す る 。 こ の 処 理 の た め に 、 一 般 的 に 普 及 し

て い る 表 計 算 プ ロ グ ラ ム が 用 い ら れ て も よ い し 、 専 用 の プ ロ グ ラ ム が 用 い ら れ て も よ い 。

な お 、 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(j)及 び 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tcr(j)に お け る jは 、 ル

ー ル を 識 別 す る た め の 番 号 で あ る 。 １ 回 の 解 析 に お い て 、 教 師 デ ー タ の 生 成 時 と 予 測 用 デ

ー タ の 生 成 時 と で は 同 一 の jで 特 定 さ れ る 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(j)及 び 列 配 置 ラ ン ダ

ム 化 ル ー ル Tcr(j)が 適 用 さ れ る 。 し か し 、 そ の 次 に 解 析 を 行 う と き に は 、 別 の jで 特 定 さ

れ る 数 値 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tnr(j)及 び 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 ル ー ル Tcr(j)が 適 用 さ れ て も よ い

。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ＜ ７ ． Ｓ ８ － Ｓ ９ ： 教 師 デ ー タ 及 び 予 測 用 デ ー タ の 生 成 ＞

　 ＜ ７ － １ ． 受 付 け る デ ー タ ＞

　 図 １ ０ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ 及 び 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 の た め に 予 測 シ ス

テ ム ３ が コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ か ら 、 第 １ の リ ス ト

を 受 付 け る 。 第 １ の リ ス ト は 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )の 各 々 と

、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])の 各 々 と 、 が 対

応 付 け ら れ た リ ス ト で あ る 。

　 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )は 、 名 寄 せ の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー

タ １ が 受 信 し た Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） を 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1で ハ ッ シ ュ 化 し た 値 で あ る

。 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )は 、 本 開 示 に お け る 第 １ の 対 象 特 定 デ

ー タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。 ま た 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1は 、 本 開 示 に お け る 第 １ の ル

ー ル の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 １ ０ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ 及 び 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 の た め に 予 測 シ ス

テ ム ３ が コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 受 付 け る デ ー タ の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 、 第 ２ の リ ス ト

を 受 付 け る 。 第 ２ の リ ス ト は 、 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )の 各 々 と

、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） の 各 々 と 、 が 対 応 付 け ら れ た リ ス ト で あ る 。

　 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )は 、 名 寄 せ の 処 理 に お い て コ ン ピ ュ ー

タ ２ が 受 信 し た Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 、 上 記 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1で ハ ッ シ ュ 化 し た 値 で

あ る 。 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )は 、 本 開 示 に お け る 第 ２ の 対 象 特

定 デ ー タ の 一 例 に 相 当 し 得 る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1と し て は 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） の う ち 異 な る

も の に 対 し て は 異 な る ハ ッ シ ュ 値 が 得 ら れ る よ う に 、 １ 対 １ の 写 像 を 生 成 す る ハ ッ シ ュ 関

数 が 選 択 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） の う

ち 、 こ れ ら に 共 通 す る Ｄ ｃ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） の 各 々 に つ い て は 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ

ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )は 互 い に 一 致 す る 。

　 ま た 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1と し て は 、 ハ ッ シ ュ 値 に 基 づ い て 元 の 値 を 復 元 す る こ

と が 困 難 な ハ ッ シ ュ 関 数 が 選 択 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 上 述 の よ う に 第 ３ の 主 体 が 名 寄 せ の 処 理 を し た 場 合 に は 、 第 ３ の 主 体 が Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ）

及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 知 っ て い る こ と に な る 。 仮 に 、 第 ３ の 主 体 が 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Ha

sh1を 知 っ て い る 場 合 に は 、 第 ３ の 主 体 は 、 既 知 の Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を

ハ ッ シ ュ 化 す る こ と に よ り 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２ の

複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )を 生 成 で き る こ と に な る 。 そ の 場 合 、 第 ３ の 主

体 は 、 第 １ の リ ス ト に 含 ま れ る 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２

の リ ス ト に 含 ま れ る 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )か ら 、 逆 に Ｄ ｃ （ Ａ

， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 特 定 で き て し ま う 。 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 特

定 で き て し ま う と 、 名 寄 せ に 用 い ら れ た Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） 及 び Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） 、 或 い は 、 Hash2(

Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )及 び Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )を 特 定 で き て し ま う 。 そ し て 、 第 １ の リ ス ト に 含

ま れ る 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])と の 対 応 関

係 や 、 第 ２ の リ ス ト に 含 ま れ る 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） と の 対 応 関 係 も 特 定 で き て し ま う

。 こ の よ う に 、 第 ３ の 主 体 が 知 り 得 る 情 報 が 増 え て し ま う の は 、 好 ま し い と は 言 え な い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 そ こ で 、 上 記 第 １ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash1は 、 第 １ の 主 体 と 第 ２ の 主 体 と の 間 で 予 め 取 り

決 め た 、 第 ３ の 主 体 に と っ て 不 知 の ハ ッ シ ュ 関 数 で あ る こ と が 望 ま し い 。

　 あ る い は 、 第 １ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ

（ Ｂ ， Ｉ ） )は 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） の そ れ ぞ れ に 文 字 列 ｗ を 付 加 し て 、

上 記 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2で ハ ッ シ ュ 化 し た 値 で あ っ て も よ い 。 文 字 列 ｗ は 、 第 １ の

主 体 と 第 ２ の 主 体 と の 間 で 予 め 取 り 決 め た 、 第 ３ の 主 体 に と っ て 不 知 で あ る 共 通 の 文 字 列

で あ る 。 第 ３ の 主 体 が 上 記 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2を 知 っ て い る 場 合 で も 、 第 ３ の 主 体

が 文 字 列 ｗ を 知 ら な い 限 り 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２ の

複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )か ら Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 特 定

す る こ と は 困 難 と な る 。

　 ま た 、 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） が 数 値 部 分 を 有 す る 場 合 に 、 そ の 数 値 部 分 に

、 第 ３ の 主 体 に と っ て 不 知 で あ る 共 通 の 数 値 を 加 算 し て も よ い 。 第 １ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(

Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )及 び 第 ２ の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )は 、 上 記 共 通 の 数 値 が 加 算

さ れ た Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） 及 び Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） を 、 上 記 第 ２ の ハ ッ シ ュ 関 数 Hash2で ハ ッ シ ュ

化 し た 値 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ＜ ７ － ２ ． 教 師 デ ー タ の 生 成 ＞

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の リ ス ト （ 図 １ ０ Ａ 参 照 ） に 含 ま れ る 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値

Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )と 、 第 ２ の リ ス ト （ 図 １ ０ Ｂ 参 照 ） に 含 ま れ る 第 ２ の 複 数 の ハ ッ

シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )と を 照 合 す る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ と 、

第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ と 、 を 特 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 １ １ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 教 師 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る

教 師 デ ー タ の 例 を 示 す 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー

タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） ])と 、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） と を 対 応 付

け た 教 師 デ ー タ を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 な お 、 第 ３ の 主 体 が 、 カ テ ゴ リ ー 分 割 ル ー ル Fcatを 生 成 す る 処 理 を 行 っ た た め に 属 性 デ

ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） を 知 っ て い た と し て も 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j

)(Fcat[Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） ])か ら 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） を 再 現 す る こ と は 困 難 と な

っ て い る 。 従 っ て 、 第 ３ の 主 体 は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 具 体 的 な 属 性 を 知 る こ と が

困 難 で あ る 。 ま た 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ が ど の よ う な 傾 向 を 有 す る か を 推 定 す る こ と も 困

難 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ＜ ７ － ３ ． 予 測 用 デ ー タ の 生 成 ＞

　 図 １ １ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す

る 予 測 用 デ ー タ の 第 １ の 例 を 示 す 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Ha

sh1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )と 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ －

Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） ])と を 抽 出 し 、 予 測 用 デ ー タ （ １ ） と し て 生 成 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 １ １ Ｃ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 用 デ ー タ の 生 成 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す

る 予 測 用 デ ー タ の 第 ２ の 例 を 示 す 。

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ 及 び 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 両 方 に

つ い て 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )と 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性

デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])と を 抽 出 し 、 予 測 用 デ ー タ （ ２ ） と し て 生 成

す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ＜ ８ ． Ｓ １ ０ ： 予 測 モ デ ル の 構 築 ＞

　 図 １ ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 モ デ ル の 構 築 の 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る

デ ー タ の 例 を 示 す 。 予 測 モ デ ル の 構 築 は 、 図 １ １ Ａ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 教 師 デ ー タ に

基 づ い て 行 わ れ る 。 予 測 モ デ ル は 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat

[Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ ） ])を 変 数 ｘ ｋ と し た と き 、 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） の 値 が 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩

Ｂ ， Ｌ ） と 対 応 す る よ う な 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） と し て 与 え ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 説 明 を 単 純 化 す る た め 、 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） が 以 下 の 式 で 表 さ れ る も の と す る 。

　 　 　 ｆ （ ｘ ｋ ） ＝ （ ｐ （ Ｘ １ ） ＋ ｐ （ Ｘ ２ ） ＋ ｐ （ Ｘ ３ ） ＋ ｐ （ Ｘ ４ ） ） ／ ４

　 ｐ （ Ｘ １ ） は 、 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｅ

） ])の 内 の カ テ ゴ リ ー Ｘ １ に 関 し て 付 与 さ れ る パ ラ メ ー タ で あ る 。 こ の パ ラ メ ー タ の 具 体

例 が 図 １ ２ に 示 さ れ て お り 、 例 え ば 、 ｐ （ Ｘ １ １ ） ＝ ０ ． ９ 、 ｐ （ Ｘ １ ２ ） ＝ ０ ． ３ 、 ｐ

（ Ｘ １ ３ ） ＝ ０ ． ８ の よ う に 設 定 さ れ る 。

　 ｐ （ Ｘ ２ ） は 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ２ に 関 し て 付 与 さ れ る パ ラ メ ー タ で あ る 。 ｐ （ Ｘ ３ ） は 、

カ テ ゴ リ ー Ｘ ３ に 関 し て 付 与 さ れ る パ ラ メ ー タ で あ る 。 ｐ （ Ｘ ４ ） は 、 カ テ ゴ リ ー Ｘ ４ に

関 し て 付 与 さ れ る パ ラ メ ー タ で あ る 。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ の 具 体 例 も 図 １ ２ に 示 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 適 切 な パ ラ メ ー タ を 付 与 す る こ と に よ り 、 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） の 値 を 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ

， Ｌ ） に 対 応 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 内 、 評 価 デ ー タ Ｄ

（ Ａ ∩ Ｂ ， Ｌ ） が 「 ○ 」 で あ る 対 象 に つ い て は 、 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） の 値 が 大 き く な る よ う に

パ ラ メ ー タ が 設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 内 、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ，

Ｌ ） が 「 × 」 で あ る 対 象 に つ い て は 、 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） の 値 が 小 さ く な る よ う に パ ラ メ ー タ

が 設 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ＜ ９ ． Ｓ １ １ － Ｓ １ ２ ： 予 測 結 果 の 算 出 ＞

　 図 １ ３ Ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 結 果 の 算 出 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ

ー タ の 第 １ の 例 を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 図 １ １ Ｂ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 予 測 用 デ ー

タ （ １ ） を 用 い て 、 予 測 ス コ ア を 算 出 す る 。 す な わ ち 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ４ の 複 数 の
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対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 上 述 の 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） を 予 測 ス コ ア と し て 算 出 す る 。 予 測 ス コ

ア の 値 は 、 所 定 事 象 の 発 生 確 率 に 対 応 す る 。 例 え ば 、 予 測 ス コ ア の 値 が 大 き い ほ ど 、 所 定

事 象 の 発 生 確 率 が 大 き い こ と を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 算 出 さ れ た 予 測 ス コ ア を 、 第 １

の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） )と 対 応 付 け て 、 第 １ の 主 体 に よ っ て

管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て は 、 既 に コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ，

Ｌ ） が 提 供 さ れ て い る 。 従 っ て 、 未 知 の 事 項 を 予 測 す る と い う 目 的 だ け を 考 え た 場 合 に は

、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て 予 測 ス コ ア を 算 出 す る 必 要 は な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 内 の 予 測 ス コ ア が 高 い も の を 抽 出 し

、 あ る い は 予 測 ス コ ア が 低 い も の を 抽 出 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る よ う に し て も よ

い 。 す な わ ち 、 予 測 ス コ ア の 使 用 目 的 を 達 す る の で あ れ ば 、 算 出 さ れ た 予 測 ス コ ア の す べ

て を 漏 れ な く コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 必 要 は な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 １ ３ Ｂ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 予 測 結 果 の 算 出 処 理 に お い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 生 成 す る デ

ー タ の 第 ２ の 例 を 示 す 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 図 １ １ Ｃ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 予 測 用 デ ー

タ （ ２ ） を 用 い て 、 予 測 ス コ ア を 算 出 す る 。 す な わ ち 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ３ の 複 数 の

対 象 Ａ ∩ Ｂ 及 び 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 両 方 に つ い て 、 上 述 の 関 数 ｆ （ ｘ ｋ ） を 算

出 す る 。 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 算 出 さ れ た 予 測 ス コ ア を 、 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 Hash1(Ｄ

ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )と 対 応 付 け て 、 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る

。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て は 、 既 に コ ン ピ ュ ー タ ２ か ら 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ａ ∩ Ｂ ，

Ｌ ） が 提 供 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 予 測 シ ス テ ム ３ が 、 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ

に つ い て だ け 、 予 測 ス コ ア を コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 場 合 に は 、 第 １ の 主 体 が 、 第 １ の

複 数 の 対 象 Ａ の 内 の ど れ が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ で あ る か を 知 る こ と に な っ て し ま う 。

そ こ で 、 第 ２ の 主 体 が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を 第 １ の 主 体 に 知 ら れ る こ と を 望 ま な い 場

合 に は 、 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ 及 び 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の

両 方 に つ い て 、 予 測 ス コ ア を コ ン ピ ュ ー タ １ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ＜ １ ０ ． 効 果 ＞

　 上 述 の 処 理 に よ れ ば 、 第 １ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） を 第 ３ の 主 体 に 開 示 す

る 場 合 が あ り （ Ｓ １ ） 、 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） も 第 ３ の 主 体 に 開 示 す る 場 合 が あ る （ Ｓ

４ 、 Ｓ ８ ） 。 し か し 、 上 述 の よ う に 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） と 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ

） と の 対 応 関 係 は 第 ３ の 主 体 に も わ か ら な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の デ ー タ は

、 い ず れ も 第 ２ の 主 体 に は わ か ら な い よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た 、 第 ２ の 主 体 は 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） を 第 ３ の 主 体 に 開 示 す る 場 合 が あ り （

Ｓ １ ） 、 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） も 第 ３ の 主 体 に 開 示 す る 場 合 が あ る （ Ｓ ８ ） 。 し か し 、

上 述 の よ う に 、 対 象 特 定 情 報 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） と 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） と の 対 応 関 係 は 第 ３

の 主 体 に も わ か ら な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の デ ー タ は 、 い ず れ も 第 １ の 主 体

に は わ か ら な い よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 予 測 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ の 主 体 が 持 っ て い る 属 性 デ ー タ Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） と 、 第 ２ の 主 体 が

持 っ て い る 評 価 デ ー タ Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） と を 組 み 合 わ せ て 、 所 定 事 象 を 予 測 す る こ と が で き る

。 こ の と き 、 情 報 を 既 に 持 っ て い る 者 以 外 の 者 に は 、 な る べ く 情 報 を 知 ら れ な い よ う に す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ＜ １ １ ． そ の 他 ＞
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　 第 １ の 主 体 は 、 生 デ ー タ Ｒ Ｄ ａ の 中 に 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ と し て 架 空 の 対 象 を 加 え て

お い て も よ い 。 第 ２ の 主 体 は 、 生 デ ー タ Ｒ Ｄ ｂ の 中 に 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ と し て 架 空 の

対 象 を 加 え て お い て も よ い 。 こ れ に よ り 、 第 ３ の 主 体 が 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 数 及 び 第 ２

の 複 数 の 対 象 Ｂ の 数 も 知 ら な い よ う に す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の よ う な 架 空 の 対 象 は

、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 中 に 入 っ た り 、 教 師 デ ー タ に 加 わ っ た り す る こ と は な い と 考

え ら れ る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 架 空 の 対 象 が 予 測 モ デ ル に 影 響 す る 可 能 性 は 低 い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 第 １ の 主 体 又 は 第 ２ の 主 体 の 少 な く と も 一 方 が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を 既 に 知 っ て い

る 場 合 に は 、 Ｓ １ か ら Ｓ ３ ま で の 名 寄 せ の 処 理 は 行 わ な く て も よ い 。 こ の 場 合 に 、 Ｓ ８ に

お い て 第 １ の 主 体 が 第 ３ の 主 体 に 送 信 す る 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ は 、 第 １ の 主 体 に よ っ て

識 別 可 能 な Ｉ Ｄ で あ り 、 Ｓ ８ に お い て 第 ２ の 主 体 が 第 ３ の 主 体 に 送 信 す る 第 ２ の 対 象 特 定

デ ー タ は 、 第 ２ の 主 体 に よ っ て 識 別 可 能 な Ｉ Ｄ で あ っ て も よ い 。

　 第 １ の 主 体 が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を 知 っ て い る 場 合 に 、 第 １ の 主 体 は 、 第 １ の 複 数

の 対 象 Ａ の 内 の 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ と の 対 応 関 係 を 記

述 し た 対 応 デ ー タ を 作 成 し て も よ い 。 こ の 対 応 デ ー タ は 、 Ｓ ８ に お い て 第 １ の 主 体 が 第 ３

の 主 体 に 送 信 す る 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ に 含 ま れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 第 ３ の 主 体 は 、

第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と に 基 づ い て 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を

抽 出 す る こ と が で き る 。

　 第 ２ の 主 体 が 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を 知 っ て い る 場 合 に 、 第 ２ の 主 体 は 、 第 ２ の 複 数

の 対 象 Ｂ の 内 の 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ に つ い て 、 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ と の 対 応 関 係 を 記

述 し た 対 応 デ ー タ を 作 成 し て も よ い 。 こ の 対 応 デ ー タ は 、 Ｓ ８ に お い て 第 ２ の 主 体 が 第 ３

の 主 体 に 送 信 す る 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ に 含 ま れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 第 ３ の 主 体 は 、

第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と に 基 づ い て 、 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ を

抽 出 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 １ … 第 １ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ 、

　 ２ … 第 ２ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ 、

　 ３ … 第 ３ の 主 体 に よ っ て 管 理 さ れ る 予 測 シ ス テ ム 、

　 Ａ … 第 １ の 複 数 の 対 象 、

　 Ｂ … 第 ２ の 複 数 の 対 象 、

　 Ａ ∩ Ｂ … 第 ３ の 複 数 の 対 象 、

　 Ａ － Ａ ∩ Ｂ … 第 ４ の 複 数 の 対 象 、

　 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ … 第 ５ の 複 数 の 対 象 、

　 Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） … 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に つ い て の 対 象 特 定 情 報 （ 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ の

一 例 ） 、

　 Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） … 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に つ い て の 対 象 特 定 情 報 （ 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ の

一 例 ） 、

　 Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） … 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ に つ い て の 属 性 デ ー タ 、

　 Ｄ （ Ｂ ， Ｌ ） … 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ に つ い て の 評 価 デ ー タ 、

　 Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） … 第 １ の 複 数 の 対 象 Ａ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ 、

　 Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） … 第 ２ の 複 数 の 対 象 Ｂ の 各 々 に つ い て 予 測 シ ス テ ム ３ が 付 与 し た Ｉ Ｄ 、

　 Hash2(Ｄ （ Ａ ， Ｐ ） )… 第 ３ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 （ 第 ３ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、

　 Hash2(Ｄ （ Ｂ ， Ｐ ） )… 第 ４ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 （ 第 ４ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、

　 Ｄ ｃ （ Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） … 第 ３ の 複 数 の 対 象 Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た 共 通 Ｉ Ｄ （ 第 ５

の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、

　 Ｄ ｃ （ Ａ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） … 第 ４ の 複 数 の 対 象 Ａ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｉ Ｄ （

第 ６ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、

　 Ｄ ｃ （ Ｂ － Ａ ∩ Ｂ ， Ｉ ） … 第 ５ の 複 数 の 対 象 Ｂ － Ａ ∩ Ｂ の 各 々 に つ い て 付 与 し た Ｉ Ｄ （

第 ７ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、
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　 Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ]… カ テ ゴ リ ー 分 割 し た 属 性 デ ー タ 、

　 Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])… 数 値 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ 、

　 Tcr(j)*Tnr(j)(Fcat[Ｄ （ Ａ ， Ｅ ） ])… 列 配 置 ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ （ カ テ ゴ リ ー

分 割 及 び ラ ン ダ ム 化 し た 属 性 デ ー タ ） 、

　 Hash1(Ｄ ｃ （ Ａ ， Ｉ ） )… 第 １ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 （ 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ） 、

　 Hash1(Ｄ ｃ （ Ｂ ， Ｉ ） )… 第 ２ の 複 数 の ハ ッ シ ュ 値 （ 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ の 一 例 ）

【 要 約 】

予 測 シ ス テ ム は 、 第 １ の 複 数 の 対 象 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 第 １ の 対 象 特 定 デ ー タ と 属 性 デ

ー タ と を 第 １ の 主 体 か ら 受 付 け る 。 予 測 シ ス テ ム は 、 第 ２ の 複 数 の 対 象 の そ れ ぞ れ に つ い

て 、 第 ２ の 対 象 特 定 デ ー タ と 評 価 デ ー タ と を 第 ２ の 主 体 か ら 受 付 け る 。 予 測 シ ス テ ム は 、

前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ 且 つ 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ る 第 ３ の 複 数 の 対 象 を

抽 出 す る 。 予 測 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ３ の 複 数 の 対 象 そ れ ぞ れ の 前 記 属 性 デ ー タ と 前 記 評 価

デ ー タ と に 基 づ い て 、 所 定 事 象 を 予 測 す る た め の 関 数 の パ ラ メ ー タ を 算 出 す る 。 予 測 シ ス

テ ム は 、 前 記 第 １ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ 且 つ 前 記 第 ２ の 複 数 の 対 象 に 含 ま れ な い 第 ４ の 複

数 の 対 象 そ れ ぞ れ に つ い て の 前 記 所 定 事 象 を 予 測 す る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ２ Ｄ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ １ Ｃ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ Ａ 】

【 図 １ ３ Ｂ 】
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